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第
４
４
９
回
３
月
定
例
会

が
平
成
31
年
３
月
11
日
招
集

さ
れ
、
３
月
15
日
ま
で
の
５

日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

提
案
さ
れ
た
議
案
は
、
専

決
１
件
、
平
成
30
年
度
補
正

予
算
７
件
、
条
例
６
件
、
平

成
31
年
度
当
初
予
算
７
件
、

人
事
８
件
、
そ
の
他
４
件
あ

わ
せ
て
33
議
案
で
、
い
ず
れ

も
原
案
ど
お
り
承
認
、
可
決
、

同
意
し
、
閉
会
し
ま
し
た
。

専
決
報
告

○
専
決
第
1
号

　

平
成
30
年
度
今
別
町
一
般

会
計
補
正
予
算

　

二
股
地
区
町
有
住
宅
解
体

工
事
や
除
雪
作
業
委
託
料
に

伴
う
予
算
措
置
が
早
急
に
必

要
と
な
り
、
予
算
総
額
を
２
，

７
２
９
，
６
３
７
千
円
と
し

た
も
の

条
　
　
　
例

○
今
別
町
地
方
活
力
向
上
地

域
に
係
る
固
定
資
産
税
の
特

別
措
置
に
関
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

　

地
域
再
生
法
に
基
づ
く
青

森
県
地
域
再
生
計
画
策
定
に

伴
い
、
今
別
町
地
方
活
力
向

上
地
域
に
係
る
固
定
資
産
税

の
特
別
措
置
に
関
す
る
条
例

を
制
定
す
る
た
め

○
今
別
町
承
認
地
域
経
済
牽

引
事
業
の
た
め
に
設
置
さ
れ

る
施
設
に
係
る
固
定
資
産
税

の
特
別
措
置
に
関
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

　

地
域
経
済
索
引
事
業
の
促

進
に
よ
る
成
長
発
展
の
基
盤

強
化
に
関
す
る
法
律
に
基
づ

く
青
森
県
地
域
未
来
投
資
促

進
基
本
計
画
策
定
に
伴
い
、

今
別
町
承
認
地
域
経
済
牽
引

事
業
の
た
め
に
設
置
さ
れ
る

施
設
に
係
る
固
定
資
産
税
の

特
別
措
置
に
関
す
る
条
例
を

制
定
す
る
た
め

○
今
別
町
出
産
祝
金
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

　

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
の

誕
生
を
祝
い
、
良
好
な
子
育

て
環
境
の
整
備
を
目
的
に
今

別
町
出
産
祝
金
条
例
を
制
定

す
る
た
め

○
今
別
町
道
路
占
用
料
等
徴

収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

　

青
森
県
道
路
法
施
行
条
例

の
一
部
改
正
に
伴
い
、
今
別

町
道
路
占
用
料
等
徴
収
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
た
め

○
今
別
町
個
人
情
報
保
護
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

　

個
人
情
報
保
護
法
の
改
正

に
伴
い
、
今
別
町
個
人
情
報

保
護
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
た
め

○
今
別
町
道
の
駅
事
業
特
別

会
計
設
置
条
例
を
廃
止
す
る

条
例
に
つ
い
て

　

今
別
町
道
の
駅
い
ま
べ
つ

を
地
方
自
治
法
第
２
４
４
条

の
２
第
３
項
の
規
定
に
よ
り

指
定
管
理
と
し
た
こ
と
に
伴

い
、
今
別
町
道
の
駅
事
業
特

別
会
計
設
置
条
例
が
必
要
な

い
た
め
条
例
の
廃
止
を
提
案

す
る
も
の

そ
　
の
　
他

○
今
別
町
八
幡
町
集
会
所
の

指
定
管
理
の
指
定
者
に
つ
い

て・�

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ

い
て
、
地
方
自
治
法
の
規

定
に
よ
り
提
案
す
る
も
の

　○平成30年度一般会計及び特別会計補正予算
　　について可決されました。

補正予算の概要
� （単位：千円）

会　計　名 補正額 補正後
の　額 補正の主なもの

一 般 会 計 �69,324 2,798,961

・�子ども・子育て支援教育・
保育給付費負担金� 3,500

・�鋳釜崎転落防止柵実施設
計施工管理委託料� 1,751
・�高野崎転落防止策実施設
計施工管理委託料� 1,899

国 保
（事 業 勘 定） 3,075 473,655

・高額療養費
　一般被保険者高額療養費
� 6,800
　�退職被保険者等高額療養
費� △1,800

国 保
（診療施設勘定） △10,777 146,038 ・医薬材料費� △5,800

・血液検査委託料� △3,500

後期高齢者医療 △319 43,167
・�後期高齢者医療特別会計保
険基盤安定負担金� △237

・広域連合事務費負担金
� △82

介 護
（保 険 事 業） △25,796 524,492

・�施設介護サービス給付費
負担金� △20,000
・�特定入所者介護サービス
負担金� △3,000

介 護
（サービス事業） 50 23,459 ・人件費調整分� 50

簡易水道事業 �0 142,858
・�平成30年度電子式水道メー
ター更新工事� △2,722

・予備費調整

補 正 予 算 ○
今
別
町
奥
平
部
地
区
集
会

所
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に

つ
い
て

・�

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ

い
て
、
地
方
自
治
法
の
規

定
に
よ
り
提
案
す
る
も
の

○
青
森
県
市
町
村
総
合
事
務

組
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共

団
体
の
数
の
減
少
及
び
青
森

県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
規

約
の
変
更
に
つ
い
て

・�

南
黒
地
方
福
祉
事
務
組
合

が
平
成
31
年
３
月
31
日
を

も
っ
て
解
散
す
る
こ
と
に

伴
い
、
青
森
県
市
町
村
総

合
事
務
組
合
規
約
の
変
更

に
つ
い
て
、
関
係
地
方
公

共
団
体
と
協
議
す
る
必
要

が
生
じ
、
地
方
自
治
法
の

規
定
に
基
づ
き
、
議
会
の

議
決
を
要
す
る
も
の

○
青
森
県
市
町
村
職
員
退
職

手
当
組
合
を
組
織
す
る
地
方

公
共
団
体
の
数
の
減
少
及
び

青
森
県
市
町
村
職
員
退
職
手

当
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い

て・�

南
黒
地
方
福
祉
事
務
組
合

が
平
成
31
年
３
月
31
日
を

も
ち
解
散
す
る
こ
と
に
伴

い
、
青
森
県
市
町
村
職
員

退
職
手
当
組
合
規
約
の
変

更
に
つ
い
て
、
関
係
地
方

公
共
団
体
と
協
議
す
る
必

要
が
生
じ
、
地
方
自
治
法

の
規
定
に
基
づ
き
、
議
会

の
議
決
を
要
す
る
も
の

人
　
　
　
事

○
今
別
町
農
業
委
員
会
委
員

の
任
命
に
つ
い
て

　

・
川
村　

敏
隆　

氏

　

・
本
郷　

康
一　

氏

　

・
田
中　

瀧
雄　

氏

　

・
相
内　

正
人　

氏

　

・
明
田　

俊
悦　

氏

　

・
田
中　

昭
平　

氏

　

・
本
郷　

政
大　

氏

　

・
嶋
中　

真
寿　

氏　

　

8
名
を
選
任
し
同
意
す
る
。

第449回
３月定例会
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農林水産業費
1億7,990.4万円

（5.6％）

教育費
1億6,651.4万円

（5.1％）

　商工費
8,223.4万円
（2.6％）

土木費
3億3,730.6万円

（10.4％）

その他
3,005.2万円
（0.9％）

議会費
4,907.7万円
（1.5％）

公債費
2億8,044.8万円

（8.7％）

衛生費
1億7,572.3万円

（5.4％）

民生費
5億6,724.3万円

（17.5％）

総務費
4億7,008.6万円

（14.6％）

消防費
8億9,792.1万円

（27.7％）
地方譲与税
1,517万円（0.5％）

町債
9億8,710万円
（30.5％）

国・県支出金
3億9,918.2万円

（12.3％）

繰入金
1億5,387.5万円

（4.8％）

町税
3億794.7万円

（9.5％）

その他諸収入
6,408.1万円
（1.9％）

地方消費税
交付金
5,485.3万円
（1.7％）

源 存

財

依自主財
源

地方交付税
12億5,430万円

（38.8％）

歳出内訳

歳入内訳■ 一般会計　　

会　　計　　名 31年度予算額 30年度予算額 増　減　率

国　 民　 保　 険（ 事 ） 4億4,392万6千円 4億5,229万円 △1.8%

国 民 保 険（診療） 1億3,478万2千円 1億6,780万9千円 △16.2%

後 期 高 齢 者 医 療 4,435万7千円 4,8００万2千円 △7.6%

介 護 事 業 5億2,556万5千円 5億2,426万9千円 0.2%

介 護 サ ー ビ ス 1,871万7千円 1,803万2千円 3.8%

簡 易 水 道 事 業 9,156万8千円 1億1,625万3千円 △21.2%

合 計 12億5,891万5千円 13億1,963万5千円 △4.6%

■ 特別会計　　

平成31年度
当初予算

一般会計　　32億3,650万8千円
特別会計　　12億5,891万5千円

44億9,542万3千円

（3）　　　　第�199�号� 2019（令和元）年５月い ま べ つ 議 会 だ よ り



問
１
：�

児
童
生
徒
の
学

校
家
庭
に
お
け

る
い
じ
め
、
虐

待
に
つ
い
て

Ｑ�

．
わ
が
町
で
は
、
い
じ

め
・
虐
待
は
起
き
て
い

な
い
か
。

　

１
月
24
日
、
千
葉
県
野
田

市
で
起
き
た
両
親
に
よ
る
栗

原
心
愛
ち
ゃ
ん
虐
待
事
件
に

つ
い
て
大
変
心
を
痛
め
て
い

る
。
二
度
と
こ
の
よ
う
な
こ

と
が
な
い
よ
う
に
あ
ら
ゆ
る

角
度
か
ら
検
証
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ａ�

．
現
在
虐
待
に
よ
る
事

案
は
確
認
さ
れ
て
い
な

い
。
各
関
係
機
関
と
協

議
会
を
開
催
し
、
情
報

共
有
し
て
い
る
。

（
町
民
福
祉
課
長
）

　

当
町
に
お
い
て
は
、
現
在
、

虐
待
に
関
す
る
事
案
は
確
認

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
定
期
的

に
今
別
町
要
保
護
児
童
対
策

地
域
協
議
会
を
開
催
し
、
教

育
委
員
会
、
こ
ど
も
園
、
小

学
校
、
中
学
校
、
高
校
及
び

中
央
児
童
相
談
所
と
情
報
を

共
有
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
教
育
委
員
会
で
は

い
じ
め
問
題
対
策
連
絡
協
議

会
を
設
置
し
、
い
じ
め
防
止

等
の
取
り
組
み
に
対
す
る
理

解
を
深
め
る
協
議
を
行
い
、

情
報
共
有
を
図
っ
て
い
ま
す
。

問
２
：�

高
齢
者
の
通
院

等
に
つ
い
て

Ｑ�

．
厚
生
労
働
省
か
ら
遠

隔
服
薬
指
導
制
度
に
つ

い
て
通
達
は
き
て
い
る

の
か
。

　

老
人
世
帯
で
は
、
通
院
す

る
の
が
大
変
で
す
。
パ
ソ
コ

ン
や
ス
マ
ホ
に
よ
る
遠
隔
服

薬
指
導
が
で
き
る
よ
う
に
な

る
と
、
病
院
に
出
向
く
こ
と

な
く
、
診
療
か
ら
薬
の
受
け

取
り
ま
で
、
在
宅
で
可
能
と

な
り
、
病
院
で
の
二
次
感
染

も
少
な
く
な
る
と
思
わ
れ
ま

す
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、

通
達
は
入
っ
て
い
る
の
か
。

Ａ�

．
今
後
の
進
捗
を
注
視

し
な
が
ら
制
度
の
活
用

や
訪
問
診
療
の
充
実
を

含
め
て
検
討
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
診
療
所
事
務
長
）

　

遠
隔
服
薬
指
導
は
、
国
家

戦
略
特
区
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
に
基
づ
き
、
薬
剤

師
に
よ
る
対
面
で
の
服
薬
指

導
義
務
の
特
例
と
し
て
、
離

島
、
へ
き
地
に
居
住
す
る
人

に
対
し
遠
隔
診
療
が
行
わ
れ
、

対
面
で
の
服
薬
指
導
が
で
き

な
い
場
合
に
限
り
、
テ
レ
ビ

電
話
に
よ
る
服
薬
指
導
が
可

能
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
愛
知
県
、
兵
庫

県
養
父
市
、
福
岡
市
に
お
け

る
遠
隔
服
薬
指
導
の
実
施
に

関
す
る
計
画
が
認
定
さ
れ
、

30
年
11
月
時
点
で
６
名
の
患

者
が
指
導
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

遠
隔
服
薬
指
導
に
つ
い
て
、

患
者
に
と
っ
て
の
メ
リ
ッ
ト

も
大
き
い
と
さ
れ
、
当
町
の

よ
う
に
超
高
齢
化
が
進
む
地

域
に
と
っ
て
は
、
今
後
の
課

題
だ
と
認
識
す
る
と
と
も
に

整
備
の
進
捗
を
注
視
し
な
が

ら
、
制
度
の
活
用
や
訪
問
診

療
等
の
更
な
る
充
実
も
含
め

て
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
状
況
に
な
っ
て
い

く
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
ま
す
。

問
１
：�

今
別
診
療
所
の

運
営
に
つ
い
て

Ｑ
１�

．
患
者
数
と
収
支
の

増
減
を
前
年
対
比
し

て
ど
の
よ
う
に
変
化

し
て
い
る
か
。

　

今
別
診
療
所
の
患
者
数
と

収
支
の
増
減
を
前
年
対
比
し
、

ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
る

か
。

Ａ
１�

．
患
者
数
は
11
％
減
。

院
内
で
薬
を
出
し
て

い
た
28
年
度
と
比
較

す
る
と
32
％
減
と

な
っ
て
い
る
。

（
診
療
所
事
務
長
）

　

患
者
数
は
昨
年
同
期
と
比

較
し
て
８
２
４
人
、
11
％
の

減
と
な
り
、
収
支
は
、
２
７
，

６
１
５
千
円
、
67
％
の
増
と

な
っ
て
い
る
が
、
昨
年
度
は

院
外
薬
局
へ
と
変
更
に
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
診
療
報
酬

に
つ
い
て
は
大
幅
に
減
少
し

て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
診
療

所
内
で
薬
を
出
し
て
い
た
平

成
28
年
度
と
比
較
し
ま
す
と

32
％
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
２�

．
こ
れ
か
ら
の
職
員

体
制
を
ど
の
よ
う
に

し
て
い
く
の
か
。

　

今
別
診
療
所
の
今
後
の
職

員
体
制
を
ど
の
よ
う
に
し
て

い
く
の
か
。

Ａ
２�

．
引
き
続
き
、
欠
員

と
な
っ
て
い
る
看
護

師
の
募
集
活
動
を
し

て
い
く
。

（
町
長
）

　

今
年
度
当
初
、
医
師
１
名
、

看
護
師
３
名
、
事
務
３
名
、

薬
剤
師
１
名
、
薬
局
補
助
員

１
名
、
計
９
名
体
制
で
し
た

が
、
現
在
は
、
看
護
師
が
１

名
欠
員
と
な
っ
て
お
り
、
現

在
も
募
集
活
動
を
続
け
て
い

ま
す
。

Ｑ
３�

．
平
成
31
年
度
の
職

員
募
集
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。

　

平
成
31
年
度
の
職
員
募
集

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

一般質問

町

政

を

問

う

　

３
月
定
例
会
で
は
、
５
人
の

議
員
が
登
壇
し
、
当
面
す
る
町

の
重
要
課
題
に
つ
い
て
、
町
執

行
部
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

そ
の
主
な
内
容
を
要
約
し
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

福
士
和
比
古 
議
員

福
士
　
直
治 

議
員
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今
別
診
療
所
の
今
後
は

問
１
：�

少
子
高
齢
化
に

つ
い
て

Ｑ�

．
少
子
高
齢
化
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
な
取
り
組

み
が
な
さ
れ
て
い
る
か
。

　

こ
れ
ま
で
も
一
般
質
問
で

質
問
し
て
き
ま
し
た
が
、
現

在
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み

が
な
さ
れ
て
い
る
か
。

Ａ�

．
4
月
か
ら
０
歳
～
５

歳
児
の
保
育
料
の
無
償

化
を
行
う
。
ま
た
出
産

祝
い
金
制
度
の
創
設
、

新
生
児
誕
生
記
念
品
支

給
、
乳
児
お
む
つ
購
入

助
成
に
つ
い
て
予
算
計

上
し
て
い
る
。

（
町
民
福
祉
課
長
）

　

町
で
は
、
安
心
し
て
子
育

て
が
出
来
る
環
境
づ
く
り
、

高
齢
者
が
安
心
し
て
健
康
な

生
活
が
送
れ
る
よ
う
な
環
境

の
整
備
が
必
要
と
考
え
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
ま

で
実
施
し
て
い
る
中
学
生
ま

で
の
医
療
費
の
無
料
化
、
妊

婦
へ
の
風
し
ん
予
防
接
種
費

用
の
助
成
、
福
祉
灯
油
助

成
、
福
祉
除
雪
事
業
な
ど
の

継
続
の
他
、
国
で
は
10
月
以

降
、
３
歳
～
５
歳
児
の
保
育

料
無
償
化
を
実
施
し
て
い
ま

す
が
、
そ
れ
に
伴
い
町
の
子

育
て
支
援
対
策
と
し
て
、
４

月
か
ら
０
歳
～
５
歳
児
の
保

育
料
の
無
償
化
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
出
産
祝
い
金
制

度
の
創
設
、
新
生
児
誕
生
記

念
品
支
給
、
乳
児
の
お
む
つ

購
入
助
成
等
に
つ
い
て
予
算

計
上
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
住
み
よ
い
町
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

問
２
：�

県
立
青
森
北
高

等
学
校
今
別
校

舎
の
生
徒
募
集

停
止
に
な
っ
た

場
合
に
つ
い
て

Ｑ�

．
県
立
北
高
等
学
校
今

別
校
舎
の
生
徒
募
集
停

止
に
な
っ
た
場
合
、
町

と
し
て
ど
の
よ
う
な
対

策
を
考
え
て
い
る
か
。

　

現
在
通
学
が
困
難
な
地
域

校
と
し
て
開
校
し
て
い
ま
す

が
、
募
集
停
止
と
な
っ
た
場

合
ど
の
よ
う
な
対
策
を
考
え

て
い
る
か
。

Ａ�

．
就
学
が
困
難
な
生
徒

等
に
奨
学
金
の
貸
与
、

通
学
定
期
券
助
成
金
と

し
て
3
分
の
1
の
助
成

を
引
き
続
き
行
っ
て
い

く
。

（
教
育
長
）

　

町
で
は
、
優
秀
な
人
材
育

成
を
願
っ
て
、
経
済
的
理
由

な
ど
に
よ
り
就
学
の
困
難
な

生
徒
等
に
奨
学
金
の
貸
与
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
北
海
道
新
幹
線
・

Ｊ
Ｒ
津
軽
線
・
Ｊ
Ｒ
奥
羽
本

線
及
び
青
い
森
鉄
道
線
で
通

学
の
た
め
に
利
用
す
る
高
校

生
に
対
し
通
学
定
期
券
助
成

金
と
し
て
３
分
の
１
の
助
成

を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
３
：�

今
後
の
町
営
団

地
の
建
設
に
つ

い
て

Ｑ�

．
今
後
の
町
営
団
地
建

設
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
な
計
画
を
し
て
い
る

か
。

　

町
営
団
地
１
～
５
号
棟
の

解
体
が
終
わ
り
、
建
設
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
な
計
画
を
し

て
い
る
か
。

Ａ�

．
31
年
度
か
ら
５
年
間

で
、
８
棟
17
戸
を
着
手

す
る
予
定
で
す
。

（
建
設
水
道
課
長
）

　

町
営
住
宅
整
備
に
つ
い
て

は
、
本
年
度
事
業
で
あ
る
４

号
棟
・
５
号
棟
の
解
体
工
事

は
２
月
に
竣
工
し
、
基
本
設

計
策
定
は
今
年
度
末
に
終
了

予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
計

画
ど
お
り
に
平
成
31
年
度
か

ら
５
年
間
で
８
棟
17
戸
を
着

手
す
る
予
定
で
す
。

問
４
：�

い
ま
べ
つ
総
合

体
育
館
に
つ
い

て

Ｑ
１�

．
案
内
板
の
設
置
は

い
つ
頃
予
定
し
て
い

る
の
か
。

　

案
内
板
の
設
置
は
い
つ
頃

予
定
し
て
い
る
の
か
。

Ａ
１�

．
既
存
の
案
内
板
を

活
用
し
、
３
月
中
に

ロ
ー
ド
サ
イ
ン
の
貼

替
え
を
す
る
。

（
教
育
課
長
）

　

既
存
の
案
内
板
を
活
用
し

３
月
中
に
ロ
ー
ド
サ
イ
ン
の

貼
替
え
を
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

Ｑ
２�

．
体
育
館
使
用
者
か

ら
施
設
等
の
要
望
は

あ
る
の
か
。

　

体
育
館
使
用
者
か
ら
現
在

ま
で
に
施
設
等
へ
の
要
望
が

あ
る
の
か
。

Ａ
2�

．
要
望
は
な
い
が
、

町
民
の
健
康
維
持
、

体
力
向
上
を
図
る
た

め
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
器

材
を
整
備
し
た
い
。

（
教
育
課
長
）

　

現
在
の
と
こ
ろ
、
要
望
等

は
あ
り
ま
せ
ん
が
新
年
度
予

算
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
に
町

民
の
健
康
維
持
、
体
力
向
上

を
図
る
た
め
、
コ
ー
ド
レ
ス

バ
イ
ク
、
ド
レ
ッ
ド
ミ
ル
、

チ
ェ
ス
ト
ブ
レ
ス
等
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
器
具
を
整
備
し

た
い
と
考
え
て
い
る
こ
と
か

ら
本
議
会
に
所
要
の
予
算
を

計
上
し
て
い
ま
す
。

Ａ
３�

．
医
療
事
務
員
、
看

護
師
、
薬
剤
師
を
嘱

託
職
員
で
募
集
し
た
。

（
町
長
）

　

平
成
31
年
度
職
員
募
集
に

つ
い
て
は
、
医
療
事
務
員
、

看
護
師
、
薬
剤
師
を
嘱
託
職

員
で
募
集
し
ま
し
た
。
応
募

者
に
は
３
月
上
旬
に
採
用
通

知
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

成
田
　
精
市 

議
員
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平成28年度大川平地区対象に避難訓練を実施し非常食を試食している様子

問
１
：�

当
町
に
お
け
る

防
災
に
つ
い
て

Ｑ
１�

．
こ
れ
ま
で
の
防
災

無
線
と
デ
ジ
タ
ル
化

と
比
較
し
た
メ
リ
ッ

ト
は
。

　

新
年
度
か
ら
始
ま
る
防
災

無
線
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で

の
防
災
無
線
と
多
額
な
費
用

を
投
じ
て
行
わ
れ
る
デ
ジ
タ

ル
化
と
比
較
し
て
そ
の
メ

リ
ッ
ト
を
分
か
り
や
す
く
説

明
し
て
ほ
し
い
。

Ａ
１�

．
災
害
時
に
停
電
が

発
生
し
て
も
72
時
間

以
上
運
用
が
可
能
。

警
報
発
令
さ
れ
る
前

に
町
民
に
避
難
準
備

の
通
報
が
で
き
る
。

（
総
務
課
長
）

　

大
規
模
災
害
時
に
お
い
て
、

携
帯
電
話
等
の
情
報
伝
達
網

が
不
通
の
際
に
も
町
民
へ
確

実
な
情
報
伝
達
が
可
能
に
な

り
、
災
害
時
に
停
電
が
発
生

し
た
場
合
で
も
72
時
間
以
上

の
運
用
が
可
能
で
す
。

　

屋
外
拡
声
子
局
の
動
作
状

況
の
確
認
や
、
親
局
と
の
複

信
通
話
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

ま
た
風
向
、
風
速
、
温
度
、

湿
度
、
雨
量
、
気
圧
を
計
測

で
き
る
テ
レ
メ
ー
タ
子
局
を

３
ヶ
所
に
設
置
す
る
こ
と
で
、

警
報
等
が
発
令
さ
れ
る
前
に

町
民
の
皆
様
に
避
難
準
備
等

の
通
報
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

Ｑ
２�

．
避
難
訓
練
は
行
わ

れ
て
い
る
か
。

　

各
地
区
・
各
施
設
の
避
難

訓
練
は
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

Ａ
２�

．
防
災
計
画
の
見
直

し
を
し
て
お
り
、
そ

れ
を
基
に
避
難
訓
練

を
実
施
し
て
い
き
た

い
。

（
総
務
課
長
）

　

平
成
30
年
度
に
つ
い
て
避

難
訓
練
は
行
わ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
近
年
、
全
国
で
様
々
な

自
然
災
害
が
発
生
し
て
お
り
、

そ
れ
に
対
処
で
き
る
よ
う
防

災
計
画
の
見
直
し
を
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
７
月
に
は
完
成

す
る
予
定
で
す
。
そ
れ
を
基

に
避
難
訓
練
を
実
施
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
３�

．
各
地
区
の
避
難
所

に
防
災
用
品
は
備
蓄

さ
れ
て
い
る
か
。

　

各
地
区
の
指
定
さ
れ
て
い

る
避
難
所
に
防
災
用
品
等
は

備
蓄
さ
れ
て
い
る
の
か
。

Ａ
３�

．
い
ま
べ
つ
総
合
体

育
館
の
備
蓄
倉
庫
に

毛
布
等
備
蓄
さ
れ
て

い
る
。
各
地
区
の
防

災
用
品
備
蓄
に
つ
い

て
は
、
今
後
検
討
し

て
い
く
。

（
総
務
課
長
）

　

現
在
、
い
ま
べ
つ
総
合
体

育
館
の
備
蓄
倉
庫
に
毛
布
５

０
０
枚
、
飲
料
水
５
０
０
本
、

缶
パ
ン
５
０
０
食
、
圧
縮
お

し
ぼ
り
２
，
０
０
０
枚
、
防

寒
シ
ー
ト
５
０
０
枚
が
備
蓄

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｊ

Ｒ
北
海
道
と
災
害
発
生
時
の

協
力
体
制
に
関
す
る
協
定
書

を
締
結
し
て
お
り
、
当
町
で

災
害
が
発
生
し
た
際
に
は
、

奥
津
軽
い
ま
べ
つ
駅
構
内
に

備
蓄
し
て
い
る
Ｊ
Ｒ
北
海
道

の
防
災
用
品
等
が
使
用
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
各
地
域
に
お
け
る
避
難

所
の
防
災
用
品
等
備
蓄
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
く
。

小
倉
　
潤
二 

議
員
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知内町カキVSニラまつりでのセレモニーの様子

問
１
：�

除
雪
体
制
に
つ

い
て

Ｑ�

．
ど
の
よ
う
な
指
示
で

行
わ
れ
て
い
る
か
。

　

２
月
の
始
め
頃
に
積
雪
が

あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
2
、

3
日
除
雪
が
入
ら
な
か
っ
た

日
が
あ
り
ま
し
た
。
ど
の
よ

う
な
指
示
で
行
わ
れ
て
い
る

の
か
。

Ａ�

．
降
雪
量
が
10
㎝
以

上
、
路
面
状
況
を
み
て

業
者
へ
指
示
を
し
作
業

を
行
っ
て
い
る
。

（
建
設
水
道
課
長
）

　

町
道
の
除
雪
体
制
に
つ
い

て
は
、
パ
ト
ロ
ー
ル
員
が
各

工
区
路
線
の
降
雪
状
況
や
道

路
状
況
を
確
認
し
、
請
負
業

者
へ
出
動
の
有
無
を
連
絡
し

除
雪
作
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
出
動
基
準
と
し
て
は
、

降
雪
量
が
概
ね
10
㎝
以
上
ま

た
は
、
吹
き
溜
ま
り
や
路
面

状
況
な
ど
交
通
に
支
障
を
及

ぼ
す
と
判
断
し
た
場
合
、
業

者
へ
指
示
を
し
て
作
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

問
２
：�

平
成
31
年
度
嘱

託
職
員
募
集
に

つ
い
て

Ｑ�

．
今
年
度
「
施
設
等
管

理
作
業
員
」
の
募
集
が

さ
れ
て
い
な
い
が
ど
の

よ
う
な
体
制
を
考
え
て

い
る
か
。

　

前
年
度
は
、「
施
設
等
管

理
作
業
員
」
の
募
集
が
あ
り
、

草
刈
り
等
の
作
業
を
行
っ
た

と
思
い
ま
す
が
、
今
年
度
は

募
集
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、

ど
の
よ
う
な
体
制
を
考
え
て

い
る
か
。

Ａ�

．
熟
練
し
た
業
者
に
委

託
し
、
快
適
な
環
境
を

提
供
し
て
い
く
。

（
総
務
課
長
）

　

平
成
30
年
度
ま
で
「
施
設

等
管
理
作
業
員
」
を
募
集
し
、

国
定
公
園
を
含
む
町
管
理
施

設
や
町
道
等
の
除
草
作
業
を

重
点
的
に
実
施
し
て
き
ま
し

た
が
、
業
務
の
中
で
様
々
な

障
害
が
発
生
し
、
そ
の
都
度

対
策
に
苦
慮
し
な
が
ら
対
処

し
て
き
ま
し
た
。

　

新
年
度
か
ら
は
こ
れ
ま
で

の
反
省
を
踏
ま
え
、
公
園
や

道
路
等
の
除
草
業
務
に
つ
い

て
、
熟
練
し
た
技
術
を
要
し

た
業
者
に
委
託
す
る
計
画
で
、

新
年
度
予
算
に
計
上
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
経
費
の

削
減
を
図
り
な
が
ら
、
町
民

は
も
と
よ
り
観
光
客
の
皆
さ

ん
に
も
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

快
適
な
環
境
を
提
供
で
き
る

よ
う
努
め
て
い
き
た
い
。

問
３
：�

友
好
町
と
の
交

流
に
つ
い
て

Ｑ�

．
先
般
の
知
内
町
カ
キ

VS
ニ
ラ
ま
つ
り
に
町
長

が
な
ぜ
出
席
で
き
な

か
っ
た
の
か
。

　

先
般
の
知
内
町
で
カ
キ
VS

ニ
ラ
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
知
内
町
新
町
長
体
制

に
な
っ
て
初
め
て
の
祭
り
に

な
ぜ
町
長
が
出
席
で
き
な

か
っ
た
の
か
。

Ａ�

．
当
日
は
除
雪
事
業
補

助
金
の
要
望
と
新
春
の

集
い
に
出
席
し
た
。
ま

つ
り
の
3
日
後
に
新
町

長
に
ま
つ
り
に
参
加
で

き
な
か
っ
た
お
詫
び
と

今
後
の
話
を
し
て
き
た
。

（
町
長
）

　

ま
つ
り
当
日
の
２
月
17
日

に
本
県
出
身
国
会
議
員
に
除

雪
事
業
補
助
金
の
要
望
を
し
、

そ
の
後
新
春
の
集
い
に
出
席

し
た
た
め
、
教
育
長
が
代
理

出
席
し
て
い
ま
す
。
他
の
公

務
が
無
け
れ
ば
、
友
好
町
で

あ
り
ま
す
知
内
町
の
ま
つ
り

に
は
勿
論
参
加
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ま
つ
り
か
ら
３
日

後
の
20
日
に
は
、
知
内
町
新

町
長
を
表
敬
訪
問
し
、
ま
つ

り
に
参
加
で
き
な
か
っ
た
旨

の
お
詫
び
と
友
好
町
締
結
30

周
年
記
念
等
に
つ
い
て
話
を

し
て
き
ま
し
た
。

田
中
　
哲
也 

議
員
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議会を傍聴しませんか

　町の動きを知るよい機会です。
　多くの方が町政に関心を持ち、議会を傍聴するこ
とが議会活性化の一つです。
　みなさんの傍聴をお待ちしております。

　※傍聴される方へお願い
　　 　本会議中の録音、写真撮影は今別町議会傍聴
人規則第9条により禁止されています。

　　　ご協力のほどよろしくお願いします。
　　　（詳しくは　議会事務局まで）

ＴＥＬ　０１７４－３５－２００１

議
会
広
報
委
員
会

委
員
長
：
太
田　

英
一

副
委
員
長
：
小
倉　

潤
二

委　
　

員
：
田
中　

哲
也

１
月

�
�

　

11
日　

今
別
町
新
年
会

　

18
日　

今
別
町
ふ
れ
あ
い
福
祉
ス
ポ
ー
ツ
大
会　
（
副
議
長
出
席
）

　

21
日　

例
月
出
納
検
査

　

23
日　

議
会
広
報
委
員
会

　

24
日　

東
津
軽
郡
議
会
事
務
局
長
会
議

　

31
日　

今
別
町
観
光
協
会
通
常
総
会　
　
　
　
　
（
副
議
長
出
席
）

２
月

�
�

　

３
日　

平
成
31
年
今
別
町
消
防
団
出
初
式　
　
　
（
副
議
長
出
席
）

　

５
日　

財
政
援
助
団
体
監
査

　

17
日　

�

し
り
う
ち
味
な
合
戦
冬
の
陣
カ
キ
VS
ニ
ラ
ま
つ
り

（
議
長
・
事
務
局
出
席
）

　

19
日　

青
森
県
町
村
議
会
議
長
会
定
期
総
会　
　
　
（
議
長
出
席
）

　
　
　
　

東
津
軽
郡
町
村
議
会
議
長
会
臨
時
総
会　
　
（
議
長
出
席
）

　

20
日　

�

平
成
31
年
第
１
回
青
森
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議

会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
議
長
出
席
）

３
月

�
�

　

６
日　

議
会
運
営
委
員
会

　

11
～
15
日　

第
４
４
９
回
３
月
定
例
会

　

19
日　

津
軽
鉄
道
本
社
訪
問　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
議
員
出
席
）

　

21
日　

例
月
出
納
検
査

議　

会　

の　

動 

き

31
年
１
月
１
日
～
３
月
31
日

　

新
緑
も
色
濃
く
清
々
し
い
季

節
と
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
方

も
ご
健
勝
に
お
過
ご
し
で
し
ょ

う
か
。

　

さ
て
、
新
年
度
予
算
議
会
も

無
事
終
了
い
た
し
ま
し
た
が
、

県
政
及
び
町
政
の
財
政
は
、
決

し
て
予
断
を
許
す
環
境
に
あ
り

ま
せ
ん
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
町
民
の
ご

理
解
の
も
と
、
国
政
、
県
政
の

緊
急
性
の
あ
る
事
業
を
実
施
し
、

町
財
政
の
状
況
を
把
握
し
つ
つ

事
業
を
進
め
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

町
民
の
皆
様
方
に
は
、
色
々

な
ご
意
見
も
あ
り
ま
し
ょ
う
が
、

期
限
を
限
定
さ
れ
て
い
る
事
業

が
多
々
あ
り
ま
す
。

　

町
及
び
議
会
で
精
査
し
慎
重

に
進
め
な
が
ら
、
各
種
産
業
の

育
成
や
新
規
就
労
産
業
の
創
生

等
々
、
多
角
的
な
政
策
の
推
進

も
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
町
政
運
営
、
議
会
運

営
に
町
民
皆
様
方
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
、
初
夏
に
向
か
い

過
ご
し
や
す
い
季
節
と
な
り
ま

す
が
、
健
康
に
ご
留
意
さ
れ
て

お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

　

令
和
元
年

　
　
　

議
会
広
報
委
員
長

　

太
田　

英
一

編

集

後

記

【
自
治
功
労
者
表
彰
】

　

こ
の
度
、
福
士
和
比
古
議

員
が
、
自
治
功
労
15
年
以
上

の
永
年
の
議
会
活
動
の
功
績

を
称
え
、
全
国
町
村
議
会
議

【
津
軽
鉄
道

社
長
表
敬
訪
問
】

　

奥
津
軽
い
ま
べ
つ
バ
ス

「
あ
ら
ま
号
」
利
用
促
進
を

図
る
た
め
、
町
の
今
年
度
に

お
け
る
バ
ス
ツ
ア
ー
計
画
ま

た
、
奥
津
軽
い
ま
べ
つ
駅
舎

内
・
町
内
イ
ベ
ン
ト
計
画
等

を
Ｐ
Ｒ
し
、
澤
田
社
長
か
ら

は
、
津
軽
鉄
道
を
利
用
し
た

四
季
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
、
今
後
も
協
力

し
合
い
な
が
ら
、
観
光
客
増

加
に
向
け
て
の
大
変
有
意
義

な
意
見
交
換
が
で
き
ま
し
た
。

長
会
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

福
士
和
比
古
議
員
は
、
平

成
16
年
に
初
当
選
し
、
現
在

４
期
目
で
す
。
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